
575

'泌尿紀要13巻8号

、 昭和42年8月

泌 尿 器 科 紀 要

第13巻 第8号

昭 和42年8月

随 想

腎 臓 へ の 随 想

脈管学研究所長 西 丸 和 義

大正11年4月 京都での 日本医学 会総会に 出て,生 沼曹六先生 と昇格 したばか りの岡山医

科大学 に赴任 した.

岡 山では教室の創設 と学 生へ の実験供覧,実 習 と先生 の研究助手 の仕 事が終 ると午後7

時 にな る.そ れか ら午後11時 過 ぎまで自分 のや りたい実験 をやって,星 空を見なが ら家へ

帰 る楽 しい 日々が続いた.こ うした或 日丸善か らA.R.CushnyのTheSecretionofthe

Urineが 届 け られ た.

この中のNussbaumの カ エルの腎臓 の記載 に興味 を覚えて,腎 臓 のボーマン氏嚢へ の

透過,細 尿管 からの逆吸収 の実 験を始めた.こ れ らの結果 は岡 山医学雑誌 に発表 した通 り

であるが,こ こで細尿管の逆吸収 の機転 を今一歩深 く追究 しようとして,は た と行 きづ ま

ってしまった.そ れまでは夢中 でや って来 た生理学 の研究 に,デ ウボ,ア レイモ ン ドの認識

の限界のようなものを感 じた.そ れ ならむ しろ医師 として患者 の相談助手を した方が よ り

生 きがいがあ るのではないか と考えて,30才 の誕生 日に生 沼先生 を早 島のお宅 にたつねた.

研 究に限界 を感 じた ので 生理学 をや めたい と 申 し出た と ころ,「 観察 にす ぐれ ていれば

ラング レーの ように.物 理学 が得意な ら リユーカスの ように.数 学 がで きれぱ ヒルの よう

に.い ずれに しても 世界的 の 研究 が出来 る.何 よ りも研究が 好 きとい うことが第1で あ

る.君 には研究をやめ る理 由がない!」 といわれた.こ こで一応外 国に行 って これを打開

したい ことを話す と,先 生 は見聞を 広め る ことは 賛成だ といわれ たのでCincinnati大 学

のDr.MH.Fischerの 招 きに ょって,昭 和3年2月19日 横 浜港 を ア メ リカへ 出航 し

た.ブ イッシャー先生 は膠 質化学 で ノーベル賞を授賞 した オス トワル ドの高 弟で ある.し

か しここで も研究の限界 か ら1歩 も出ない.昭 和4年 の夏 ボス トンであった第13回 国際生

理学会に 出てその時の座長 を された,Cambridge大 学 のSirJ、Barcroftに め ぐりあっ

た.そ の招 きで ロ氏財 団の フェ ロー としてそ の年 の暮れ に英 国へ渡 る途 中ペ ンシルバ ニヤ

大学 のA.N,Richardsを 訪 ねた.教 授は人 も知 るmicro-manipulatormethodの 考 案者

で また,ボ ーマン氏嚢か ら採取 した液には糖が証 明出来 るが,膀 胱尿 には出来 ない ところ

か ら,細 尿管か らの糖の逆 吸収 を直接証明 された頃で あったが,ア ル コール ランプで硝子

カーユー レを 自か ら作 り,友 人か らの少い金で実験 した といわれ る苦難 時代を思わせ る手

製のmicro-manipulatorで 実験 を見せ られた.

そ の時 「日本 のDr,K.Tamuraが 糸球体血行 が安静時 でも恒常流だ とい うが,自 分は

あるものは休止す ると考え るので,日 本 に帰った らや りか えて くれ ないか」 と熱心 に話 さ

れた.

それか らJohnsHopkins大 学 にDr.E.K。MarshallJr.を 訪 ね て,ア ンコウの腎臓 に

糸球体が ない話を聞 いて非常 に興味 を覚 えた.昭 和6年 の師走 にケンブ リヅヂ大学で の留

学を終 えて 日本 に帰 って来 て,慈 恵 の研究室で この問題を幸野密二君 にやっても らうこ と

に した.
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田村先 生 のよ うに ウ レタン麻酔 のカエル を用 いれ ば恒 常流で あ り,リ チャーズ先 生 のよ

うに大脳破壊 のカエルでは休止す る糸球体 があ る.

この時に丸善がA,KroghのAnatomyandPhysiologyofBloodCapillariesを 届 け

て くれた.こ の中に安静時 の筋肉には血行休止 の毛細血管 のあ ることを,モ ル モッ トの静

脈に墨液を注入 して証明 した ことが書いて ある.こ の方法は無麻酔 で,手 術 に よる出血 も

ない.こ こでカエルの腹静脈に墨 リンゲル液を注入 して,時 間的 に腎 臓を捌 り出 し糸球体

への墨粒子の濃度を見た.す るとどうや ら安静時には休止 の糸球体 があ ることにな る.こ

の話を橋 田邦 彦先生が東大 の学 生に講議 を されたので,田 村先生が福 田邦三君 を通 じて私

に会いたい との ことであった.あ る日福 田君 と共 に先生の室 にお伺い した.そ の時田村先

生が 「今頃は よい腎臓の研 究者 もな くてね」 といわれた ので,後 で福 田君 が 「そばにいた

のではなかったのかなあ」 と冗談をいっていたのが思い 出され る.そ れ か ら間 もな く,田

村先生の ところの阿久 津博 ±が幸野君の実験を見に こられて,「 どち らが より生理的か と

い うこ とですね」 といって帰 られた.こ の論争は これ以上発展 しなか った.こ れは田村先

生が これ以上の論争は意味 がない と思 われたのであろ う.バ ーク ロフ ト先生 も私が よ く先

生の古い論文を 持 って行 って,「 これは おか しいじゃ あないですか」 とい うと 「じゃ あお

前や りかえて くれた まえ」 といわれた.

また第15回 の 日本医学会総会 に来 られ たセン トル イスのDr,Cawdryを 帝 国ホ テルに

訪ねて 「貴方は組織液や リンパ液が循環の概 念にない といわれ ますが,自 分 の考 えでは こ

うです」 と話す と,先 生は 「君はGIPだ か らしっか りやって くだ さい」 といわれた.こ

う した ことは先生方の後進への導 き'であろ う.す なわち論争には研究 の発展 のために有用

な もの と,そ うではない ものが ある.こ とに学会 で よく 見 る協力 して 研究 を進め る代 り

に,論 争に よって他をやっつけ る場 であった りする ことは学 問の発展の上 で困 った ことだ

と思 うので ある.W.Harveyも そ のdemotucordisの 中 の同学 への挨拶 で 「熱心 で,

善 良で,か つ尊敬 すべ ぎ人 はすべ て,嫉 妬 な らびに憎悪 の激情 に よってその思慮を奪われ,

そ のために,真 実 として提 出 され た ことを虚心 に傾聴 しない とか,あ るいは真実 らしく思

われ る事 柄をも理解 しない とか いうような ことは な く,ま た彼 らは真相 と明確な実証が そ

れ を是 とす る以上 は,自 己 の意見を 変 える ことを 恥辱 と思 わず,ま た彼 らは迷妄 と錯誤

とは,神 な らぬ人 間に余儀 ない ことであ り,多 数 の発 見は偶然 に起 こ りうるものであ り,

す べての人はだれか らで も学ぶ ところがあ りうるもので あって,老 人が若 い老 か ら,聰 明

な人が愚鈍 な者 か ら学 び うる ことさえあるのを よく知 ってい るか ら,た どえそれが古 くか

ら最 も尊重 せ られ ていた ことで あって も,迷 誤は これを廃棄す る ことが不面 目であ ると考

え るような こともないで あろう*」 とこうした論争へ の心構 えを述 べてい る.

しか しこれが解決 をす るには,只 の追試だけでな く一歩進めて糸球体 の血行機転 を明か

にす るのが唯一 の道 である と考 え られた.こ れ よ り先 クロー先生 は安静時 では筋 肉内毛細

血管に休止の ものが あるが,運 動 時には全 ての毛細血管 に血流 を生ず るこ とを報告 された

が,そ の機転 につい ては明かに されなかった.ま たバー クロフ ト先生は安静時 には循環血

量 が著 しく減少す る ことを証明 された.自 分等 も一般の毛細血管で分岐部 には収縮性細 胞

集 団が あ り,安 静時 には これが収縮,拡 張 して毛細血管内の少い血量 の流れ を常 にかえ る

ことを明かに した.

そ こで先ず糸球体 の毛細管壁の構造を追求 す ることに した.Bensleyが 輸 出管 に強い収

縮性が あって糸球体 内の血圧に変化を与 えるとした のと違って,輸 入管 に収縮性細 胞が あ

り,こ れが ア ドレナ リソで強い収縮をす ることがわかった.す なわち,こ の輸入管 の強 い

能動的収縮性 に よって糸球体内 の血行調節をす るもので,他 部 の毛細血管 と同様 に血量 の

少 い時 には糸球体 内の流れは恒常でない のが よ り生理的で ある と考 え られ るようになった.

そ うして ここまで来 るのに30年 が過 ぎた.し か し最早や リチ ャーズ先生 も田村 先生 もこの

世 にはお られ ない.孝 な らん と欲 すれ ば親 またず,報 告 しようと思 えば先 生はな し,と い

うところである.そ うしてまた この課 題を誰れ かが何 かの機会 に興味 を もって,こ れ らの

主 題が追求 され,新 しい方法,違 った観点 か ら実験が進 め られ,次 々 と書 きかえ られ てよ

り生理 的な見解 が報告 される ことであろ う.

い のち短 か く,研 究 はつ きず ではある.

*暉 峻義等訳(岩 波文庫)動 物の心臓ならびに血液の運動に関す る解剖学的研究.


